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１．研究目的･内容 

 
１７～１９世紀の日朝古典文学における男女の愛情関係を比較することで、両国の文学の特徴・

文化・宗教的背景までをあぶりだす。今までの閉塞した両国の比較文学研究の枠を超え、新たな

視点による相互理解の礎を築く。 
 

２．研究経過及び成果 
２００６年 8 月に韓国ソウル大学校に提出した博士論文を日本語に直し、それ以降に発表した論

文も加え、全体を修正しながら著作物として整えた。 

成果としては以下のような内容で、勉誠出版から２０１７年３月３０日に刊行した。 
一 序 論 
 一―一 研究目的 
 一―二 資料・問題・方法 
二 人物類型 
 二―一 主人公の類型 
 二―二 敵対人物の類型 
 二―三 補助人物の類型 
 二―四 比較論議 
三 男女の結縁方式 
 三―一 結縁の契機と様相 
 三―二 結縁の媒介形式 
四 愛情葛藤の様相 
 四―一 日本と朝鮮の作品に共通して表れる葛藤 
 四―二 両国作品の一方にだけ表れる葛藤 
 四―三 比較論議 
五 愛情話素 
 五―一 日朝共通話素 
 五―二 朝鮮の作品にだけ表れる話素：天定話素 
 五―三 日本の作品にだけ表れる話素：心中話素 
 五―四 比較論議 
六 愛情関係の思想的背景と文化・制度的関連 
 六―一 思想的背景 
 六―二 文化・制度的関連 
七 結 論 



３．本研究と関連した今後の研究計画 
 
本研究を遂行したことで、社会構造や宗教観などが文学とは不可分の関係にあることが分かり、それ

に関しては本研究でも言及した。しかし特に朱子学の受容に関しては、いまだに十分に論じていると

はいえない。朝鮮朱子学は主に元の政権中枢から政治的に導入された反面、同時期の日本のそれは南

宋の僧侶たちを通じて、禅宗の布教のための権威付けや方便として取り入れられていったとされるが、

その内容はまだまだ未詳なところが多い。また礼学に関しても、なぜ朝鮮で国を揺るがすまでに発展

していったのに対し、日本ではほとんど問題視されなかったのか。つまるところ、日本においての朱

子学はあくまで学問レベルにとどまり、宗教としてなぜ根付かなかったのかという点に関しても、十

分に答えていない。今後はその点に注目しながら、朝鮮朱子学の受容と文学との関わりというテーマ

で日本と朝鮮の比較研究を進めていきたい。 

 
 
４．成果の発表等 
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